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　胃癌における血清ペプシノーゲン（以下PEP）
を用いた陽性率は、55％前後と報告されており、
スクリーニングに充分とは言い難い。そこで我々
は胃癌患者について、PEPに加えて、血清ムコ
蛋白を測定して検討し、胃癌診断に有用な結果を
得たので報告する。cut　off値は、　PEPについ
て、PEP　I値≦70ng／m1、かっPEPI／II比
≦3．0、ムコ蛋白≧140mg／d1とした。
　胃癌における陽性率は、PEP（39／70例）55．7
％、ムコ蛋白（123／254）48．4％であり、これらは、
β、一ミクログロブリン（65／230）28．3％、CA19
－9　（59／249）23・7％i　CEA（56／258）21・7％s　I
AP（20／98）20．4％、　SLX（25／132）18．9％と他
のマーカーに比べて高率であった。
　PEPは、正常人と比較すると、　PEPI／II
比において、正常人では10以上の症例が多くみ
られたが、胃癌では、最高でも8未満であり、低
い傾向にあった。進行度による陽性率は早期癌で
（20／40）50．0％、進行癌で（19／30）63．3％であるが、
正常人でも（16／77）20．8％であった。術後はPE
PI、II値は低下する傾向だが、1／II比の変動
は不定であり、術後monitoringには不適だった。
　ムコ蛋白は、病期の進行につれて測定値が高く
なる傾向にあり、陽性率は早期癌（23／92）25．0％、
進行癌（64／102）62．2％であった。再発例の検討で、
再発時に陽転する例が24例中17例70．9％認められ、
術後monitoringに有用と考えられた。
　PEPおよびムコ蛋白のCombina七ion　assayを
施行すると、最低1つは陽性の症例は、早期癌で
（28／40）70．0％、進行癌で（24／30）80．0％であり、
全体で（52／70）74．3％と高率だが、CEAを加え
た3者、CA19－9を加えた3者、　CEAおよび
CA19－9を加えた4者で施行しても、各々76．2
％、76．2％、77．8％と大差が無かった。以上より、
PEPおよびムコ蛋白によるCombination　assay
の施行は、胃癌診断に有用と考えられた。
　平成4年4月から平成6年3月までの2年間に
当科で扱った顎口腔領域の悪性腫瘍一次症例52例
につき臨床統計学的検討を行った。
　年齢は30才から87才にわたり60月代が最も多く、
男女比は2．7：1で男に多くみられた。初発部位は
舌が最も多く（44％）、次いで歯肉（23％）、頬粘膜
（12％）の順であったが、下唇、口蓋、口峡など口
腔のいたるところに腫瘍の発生をみた。初発症状
は痙痛、腫脹、潰瘍などが主で、臨床視診型では
潰瘍型が最も多く（59％）、次いで膨隆型（24％）で
あった。病理組織学的には高分化型扁平上皮癌が
83％を占め、TNM分類ではT2N2が最も多く
（38％）、全例MOであった。病期分類ではStage
I［が20例（38％）と最も多く、次いでStagem、　IV
が各11例（21％）、Stage　Iが10例（19％）であった。
治療法は、　Stage　H以下では放射線と外科的療法
が多く、StageIH、　IVではこれに積極的な化学療
法の併用が増加した。手術法では、再建を必要と
したものが28例（70％）に達し、軟組織再建に用い
られた皮嚢は遊離前腕皮弁が最も多く（53％）、次
いでD－P皮弁、遊離腹直筋、遊離もしくは有茎の
広背筋、大胸筋などの各種皮弁が目的に応じ使い
分けられた。金属プレートによる即時顎再建は4
例（10％）に行われ、うち2例で二次的に自家腸骨
移植が行われた。
　以上のように、当科における顎口腔領域悪性腫
瘍の疫学的特徴には、他施設との間に著しい差異
は認めなかったが、　StageWの11例（21％）のよう
に、今もって根治困難な進展例も少なくなかった。
今後は、術前化学療法の改善や積極的な免疫療法
の導入によって治癒率を向上させると共に、癌の
早期発見、早期治療を目指し地域医療機関との連
携を高める努力も重要であると考えられた。
（37）
